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【内容要旨】 

山形県における肺炎マイコプラズマ（Mp）の分子疫学的動向と流行様式を明

らかにすることを目的に、2004年～2014年に 2か所の小児科医院を受診した患

者から分離したMp 347株を対象にしてゲノム上の 4か所の反復配列領域の繰り

返し数の違いによる型別（MLVA 型別）を実施した。MLVA 型および患者情報

を、既報の P1遺伝子型別とマクロライド系抗菌薬（MLs）耐性遺伝子変異の有

無と併せて解析した。 

Mp 347 株は 9 つの MLVA 型および 4 つの P1 遺伝子型に分けられた。MLVA

型と P1 遺伝子型を併記した Mp 遺伝子型の推移をみると、2004 年～2010 年は

全 121株中M4-5-7-2; 1 型が 107（88.4%）を占めたが、2011年～2014 年は全 226

株中 M4-5-7-2; 1 型が 74（32.7%）、M4-5-7-3; 1 型が 74（32.7%）、M3-5-6-2; 2c

型が 65（28.8%）を占め、分布割合が大きく変化した。この変化は抗原性の異な

る P1遺伝子 1型から 2型への交代現象としても捉えられるため、P1 遺伝子型と

MLVA型とを併せた解析の重要性が示された。 

M3-5-6-2; 2a型を加えた 4つの型が同時期に流行した 2011年～2013年の患者

情報を遺伝子型別に比較したところ、年齢と性別に差はなく、下気道炎の割合

は 9例全例が上気道炎だった M3-5-6-2; 2a型を除いて差はみられなかった。MLs

耐性遺伝子変異保有率は M4-5-7-2; 1 型が 83.8%（62/74）、M4-5-7-3; 1 型が 25.7%

（19/74）、M3-5-6-2; 2c 型が 0%（0/60）、M3-5-6-2; 2a型が 0%（0/9）で、M4-5-7-2; 

1型が有意に高かった。M4-5-7-2; 1 型、M4-5-7-3; 1 型、M3-5-6-2; 2c 型は複数市

町にわたって継続して 1 年以上検出された。施設内流行が保育園 1 件と小学校

10 件に認め、うち 9 件は 1 か月以上の流行だった。地域や施設での流行期間の

長さの一因として発症間隔の長さ（中央値 18 日）が考えられた。6 件で複数の

遺伝子型が検出され、同じ遺伝子型が異なる学年やクラスで検出される一方で、

同じクラスの 2 人からほぼ同時に異なる遺伝子型が検出された。複数の発端患

者が関与することに加えて、伝播には空間の共有以上の濃厚な接触が必要であ

ることが示唆され、施設内流行の制御には個人の感染予防策がより効果的と考

えられた。家族内発症事例は 28 例認めたが、2 事例で遺伝子型が不一致で施設

内感染の可能性が示唆された。MLs 耐性遺伝子変異保有率は各施設で異なって

おり、医院でのMLs 使用の判断は通園・通学施設の情報だけでは不十分であり、

地域の MLs 耐性遺伝子変異保有率の情報の必要性が示唆された。分子疫学的動

向の継続的な把握と情報の地域への還元が重要と考えられる。 
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